
新複合形式橋梁の走行荷重による振動解析法の開発

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2021-11-19

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: Fukada, Saiji

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24517/00064441URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


 Back to previous page

新複合形式橋梁の⾛⾏荷重による振動解析法の開発
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Research Abstract

本研究では,⾞両が⾼架橋のジョイント部を通過した際に⾼架橋から⽣じる低周波⾳(10〜20Hz)についての現象解明と⾞両⾛⾏による動的応答解析プログラムおよび低周波⾳シミュレー
ションプログラムの作成を⽬標として研究を進めてきた.その結果は以下のようにまとめられる. 
<低周波⾳の現象解明> 
橋梁の振動モードと受⾳点で得られた卓越振動数との関係を調べた.対象とした橋梁は,短⽀間PC桁橋(⽀間⻑10.144m),4径間連続上路トラス橋(⽀間⻑77.Om+77.5m+88.Om+88.Om)
および新形式橋梁である単径間波形鋼板ウェブPC橋(⽀間⻑50.Om)の3橋である.その結果として,⾛⾏する⾞両のばね下振動数と橋梁の振動モードとの共振(10〜20Hzの振動数領域)が原
因であることがわかった.そのため,⾞両のばね下振動数と橋梁の振動数とがかけ離れていた場合には共振しないため,すべての⼤型⾞両の⾛⾏で⽣じている問題ではないことがわかった.⾞
両⾛⾏による低周波⾳は,10〜20Hzの振動数領域における振動モードが影響しているため,10m程度の短⽀間PC桁橋では,1次のたわみ振動数(10〜15Hz程度)が低周波⾳の発⽣原因となっ
ていた.また,単径間波形鋼板ウェブPC橋においては,ねじれ剛性が⼩さいことから,たわみ1次振動とねじれ1次振動が低周波⾳として伝播しており,10〜20Hzの振動数領域における振動モ
ードの影響は⼩さかった.しかし,⽀間⻑によってこれらは左右するものと考えられる. 
<⾞両⾛⾏による動的解析プログラムの作成> 
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有限要素法を⽤いて作成された橋梁上を⽴体⾞両が⾛⾏するプログラム(FORTRAN⾔語)を作成して,実橋で得られた振動特性を解析上でも表現できるようにした.なお,解析で
は,Newmarkβ法を⽤いた直接積分法による逐次積分法を⾏って⾞両ー橋梁系の⽅程式を解いている. 
<低周波⾳シミュレーションプログラムの作成> 
差分法により⾳響⽅程式を解くプログラムを作成した.実橋で得られた結果と⽐較した場合,境界条件の違いにより,精度よくシミュレーションできていない.これについては,今後の課題にし
たいと考えている.
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